
銀
座
一
丁
目
青
汁
ス
タ
ン
ド
の
脇
の
狭
く
少
し
だ
け
斜
め
に
傾
い
た
よ
う
な
階
段
を
の
ぼ
る
と
ギ
ャ
ラ
リ
ー
葉
が
あ
っ
た
の
だ
が
そ
こ
に
目
の
高
さ
ほ
ど
あ
る

黒
い
柱
が
何
本
も
立
ち
そ
の
上
部
に
は
水
が
湛
え
ら
れ
て
い
る
こ
と
に
気
づ
く
十
二
本
の
柱
は
円
形
に
並
べ
ら
れ
広
く
な
い
そ
の
画
廊
は
遠
い
記
憶
で
は
自
由

に
歩
き
回
る
余
地
も
な
い
ほ
ど
だ
っ
た
け
っ
し
て
水
平
で
は
な
い
は
ず
の
床
に
真
っ
直
ぐ
に
立
つ
黒
い
柱
と
水
平
の
水
面
は
一
瞬
だ
け
成
立
し
た
ま
ぼ
ろ
し
か

と
思
え
た
の
は
今
か
ら
三
〇
年
以
上
前
の
こ
と
だ
っ
た
ら
し
い
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
  
前
山
裕
司

作
家
を
は
じ
め
と
す
る
関
係
各
位
の
多
大
な
る
ご
協
力
の
も
と
、「
遠
藤
利
克
展
ー
聖
性
の
考
古
学
」
の
た
め
に
い
ろ
い
ろ
と
仕
込
ん
で
き
ま
し
た
。
そ
の
本
展

の
見
ど
こ
ろ
は　
　
　
　
　

1
関
東
の
美
術
館
で
は
実
に
二
六
年
ぶ
り
の
開
催
と
な
る
個
展
。新
作
も
出
品
予
定
。2
当
館
の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
展
示
室
で
も
、ヴ
ェ

ネ
ツ
ィ
ア
・
ビ
エ
ン
ナ
ー
レ
出
品
の
収
蔵
作
品
《
泉
ー
９
個
か
ら
な
る
》（
一
九
八
九
年
）
を
展
示
、
企
画
展
と
は
別
の
角
度
か
ら
遠
藤
作
品
に
ア
プ
ロ
ー
チ
。

3
作
家
を
交
え
た
ス
ペ
シ
ャ
ル
ト
ー
ク
（
七
月
二
十
三
日
）
と
、
タ
ル
コ
フ
ス
キ
ー
の
映
画
『
ス
ト
ー
カ
ー
』
の
上
映
後
に
「
ゾ
ー
ン
」
に
つ
い
て
遠
藤
氏
が

語
る
イ
ベ
ン
ト（
八
月
二
十
日
）あ
り
。
4
本
展
図
録
を
主
要
作
品
目
録
と
し
て
発
行
。
充
実
し
た
文
献
リ
ス
ト
も
掲
載
。
5
遠
藤
氏
の
テ
キ
ス
ト
集『
エ
ピ
タ
フ
』

（
一
九
九
二
年
）の
続
編
も
、本
展
に
あ
わ
せ
て
今
夏
に
発
売
予
定
。　
　
　
　
　
「
北
ア
ル
プ
ス
国
際
芸
術
祭
」や「
引
込
線
二
〇
一
七
」に
も
作
家
は
参
加
予
定
。

こ
の
夏
、
老
い
も
若
き
も
、
現
代
美
術
フ
ァ
ン
な
ら
遠
藤
利
克
に
触
れ
な
け
れ
ば
、「
ヤ
ツ
は
モ
グ
リ
だ
」
と
言
わ
れ
る
こ
と
必
定
で
す
。　
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」

ま
さ
か
の
『
ミ
カ
ロ
』
四
号
！　

二
年
連
続
で
『
美
術
手
帖
』
に
寄
生
、
し
か
も
今
年
は
紙
面
三
倍
の
一
頁
！　

五
号
も
『
美
術
手
帖
』
八
月
号
に
寄
生
、
執
筆
者
は
、
大
浦
周
、
建
畠
晢
、
平
野
到
！
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面
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一
九
八
五
年
春
、
十
代
の
終
わ
り
、
恐
る
恐
る
足
を
踏
み
入
れ
た
夜
の
六
本
木
、
深
夜
テ
レ
ビ
で
有
名
な
ト
ラ
イ
ア
ン
グ
ル
ブ
ル
ー
、
念
願
叶
っ
て
狂
喜
し
た

イ
ン
ク
ス
テ
ィ
ッ
ク
の
深
夜
の
ラ
イ
ブ
、
終
電
過
ぎ
て
「
出
待
ち
」
し
た
ス
ト
ロ
ベ
リ
ー
フ
ァ
ー
ム
の
ア
イ
ス
ク
リ
ー
ム
、
初
め
て
の
六
本
木
で
夜
が
明
け
る

そ
の
半
年
後
、
今
度
は
真
昼
の
六
本
木
、
N
E
W
Z
と
命
名
さ
れ
た
空
間
で
、
遠
藤
利
克
・
戸
谷
成
雄
の
二
人
展
、
さ
ら
に
翌
年
、
真
夏
の
炎
天
下
、
再
び
の

N
E
W
Z
で
、
榎
倉
康
二
・
遠
藤
利
克
・
村
岡
三
郎
の
三
人
展
、
ま
る
で
白
昼
夢
、
夜
が
現
実
、
昼
が
虚
構
、
当
時
の
六
本
木
は
昼
夜
が
逆
転
、
そ
の
上
、
作

品
が
も
た
ら
す
強
烈
な
磁
場
が
、
世
界
を
も
う
一
度
反
転
さ
せ
る
、
こ
う
し
て
、
N
E
W
Z
で
は
、
虚
構
と
し
て
の
真
昼
の
六
本
木
の
只
中
で
物
質
と
空
間
が

反
転
し
、
強
烈
な
リ
ア
ル
が
顕
現
し
て
い
た
、
円
環
や
空
洞
と
も
深
く
関
わ
る
、
そ
の
「
反
転
」
の
感
覚
は
、
三
〇
年
を
経
て
言
語
を
垂
直
に
反
転
さ
せ
、
遂

に
は
鏡
像
化
し
た
言
語
が
『
美
術
手
帖
』
を
反
転
さ
せ
る
の
だ
っ
た
。　
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作
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世
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も
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度
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せ
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、
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し
て
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真
昼
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六
本
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只
中
で
物
質
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強
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ル
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顕
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し
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い
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、
円
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や
空
洞
と
も
深
く
関
わ
る
、
そ
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空
洞
が
引
き
起
こ
す
還
流
の
イ
メ
ー
ジ
は
い
か
に
も
激
し
い
も
の
だ
が
、
実
際
に
制
作
さ
れ
た
漆
黒
の
彫
刻
は
重
く
寡
黙
で
あ
り
、
失
わ
れ
た
時
代
の
モ
ニ
ュ

メ
ン
ト
の
よ
う
な
沈
黙
の
形
象
と
し
て
不
動
の
ま
ま
に
屹
立
し
て
い
る
。
た
し
か
に
そ
れ
は
今
と
い
う
時
代
に
理
不
尽
に
出
現
し
た「
異
物
」で
も
あ
る
の
だ
が
、

私
た
ち
の
想
像
力
を
喚
起
せ
ず
に
は
お
か
な
い
そ
の
不
穏
な
気
配
は
、
空
洞
を
貫
く
も
の
の
還
流
を
、
漆
黒
の
沈
黙
の
背
後
の
燃
え
盛
る
炎
を
、
秘
め
ら
れ
た

水
の
両
義
性
を
、
い
う
な
ら
ば
エ
ロ
ス
と
タ
ナ
ト
ス
が
相
克
す
る
「
世
界
の
構
造
」
を
、
深
く
も
ま
た
透
徹
し
た
一
つ
の
ポ
エ
ジ
ー
と
し
て
開
示
す
る
の
だ
。      
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の
両
義
性
を
、
い
う
な
ら
ば
エ
ロ
ス
と
タ
ナ
ト
ス
が
相
克
す
る
「
世
界
の
構
造
」
を
、
深
く
も
ま
た
透
徹
し
た
一
つ
の
ポ
エ
ジ
ー
と
し
て
開
示
す
る
の
だ
。   
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へ
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建
畠　

晢

美
術
の
本
質
は
、
眼
に
見
え
る
よ
う
に
あ
ら
わ
す
だ
け
で
は
な
い
。
遠
藤
利
克
の
作
品
は
、
眼
に
見
え
な
い
も
の
を
不
可
視
の
ま
ま
、
私
た
ち
に
体
験
さ
せ
よ

う
と
す
る
。
黒
く
焼
け
焦
げ
た
事
物
の
表
情
や
圧
倒
的
な
物
質
性
は
、
も
ち
ろ
ん
視
覚
的
に
も
忘
れ
難
い
印
象
を
も
た
ら
す
に
違
い
な
い
。
だ
が
、
作
品
の
核

心
に
あ
る
「
何
か
」
は
、
決
し
て
可
視
化
も
表
象
化
も
さ
れ
て
い
な
い
し
、
さ
れ
得
な
い
。
ゆ
え
に
私
た
ち
は
、
そ
の
不
可
視
の
「
ゾ
ー
ン
」
へ
と
恐
る
恐
る

足
を
踏
み
入
れ
て
ゆ
き
、言
葉
に
す
る
こ
と
を
拒
絶
す
る
よ
う
な
「
何
か
」
を
ひ
た
す
ら
内
面
的
に
感
じ
取
る
し
か
な
い
の
だ
。
ア
ン
ド
レ
イ
・
タ
ル
コ
フ
ス
キ
ー

の
映
画
『
ス
ト
ー
カ
ー
』
の
主
人
公
の
よ
う
に
・
・
・
。　
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到

遠
藤
が
作
成
し
た
展
示
計
画
の
図
面
が
あ
る
。
主
会
場
と
な
る
二
階
展
示
室
、
千
平
方
メ
ー
ト
ル
ほ
ど
の
広
さ
の
平
面
図
上
に
、
新
作
を
含
む
十
二
点
の
作
品

が
配
置
さ
れ
て
い
る
。
決
し
て
広
く
は
な
い
室
は
多
数
の
仮
設
壁
で
区
切
ら
れ
、
個
々
の
作
品
に
割
り
振
ら
れ
た
ス
ペ
ー
ス
は
鑑
賞
者
ど
う
し
が
す
れ
違
う
こ

と
す
ら
覚
束
な
い
ほ
ど
作
品
に
圧
迫
さ
れ
て
い
る
。
想
像
し
て
み
よ
う
。
円
環
や
柩
な
ど
研
ぎ
澄
ま
さ
れ
た
ゆ
え
に
強
い
磁
場
性
を
も
つ
形
態
が
観
る
者
に
圧

し
掛
か
る
よ
う
に
迫
る
空
間
は
同
時
に
、
炭
化
し
た
表
面
が
保
持
す
る
灼
熱
の
炎
の
記
憶
、
鼻
を
つ
く
タ
ー
ル
の
刺
激
臭
、
姿
を
見
せ
ず
流
れ
落
ち
る
水
の
気

配
と
湿
度
に
包
ま
れ
た
不
穏
な
場
所
と
な
る
は
ず
だ
。
そ
れ
が
心
地
よ
い
経
験
で
は
な
い
、
む
し
ろ
不
快
な
そ
れ
だ
と
し
て
も
、
創
造
と
破
壊
が
渾
沌
と
す
る

人
間
の
生
の
深
奥
を
抉
り
出
し
て
き
た
こ
の
作
家
の
手
が
、
神
経
を
五
感
を
直
に
逆
撫
で
す
る
と
き
の
違
和
感
な
の
か
も
し
れ
な
い
。
ま
も
な
く
現
実
の
も
の

と
な
る
こ
の
空
間
で
、
肌
身
を
粟
立
た
せ
る
感
興
に
浸
っ
て
ほ
し
い
。　
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ま
さ
か
の
『
ミ
カ
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』
五
号
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二
年
連
続
で
『
美
術
手
帖
』
に
寄
生
、
し
か
も
今
年
は
紙
面
三
倍
の
一
頁
！　

四
号
は
『
美
術
手
帖
』
七
月
号
に
寄
生
、
執
筆
者
は
、
渋
谷
拓
、
前
山
裕
司
、
梅
津
元
！
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＋
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の
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作
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カ
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七
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/
二
時
間
三
五
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後
、
遠
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利
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氏
が
自
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の
作
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や
思
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と
の
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語
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す
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／
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五〇〇〇人近い観衆が集まった」（『井上房一郎・人と功績』みやま文
庫 203、2011・7刊）といいます。井上はその後山本からパリ留学
を勧められ、一九二三年二月に出発、二九年一二月の帰国まで、七年
近く滞在しました。帰国後の井上は、実業家の父保三郎が井上工業株
式会社に改組していた家業の取締役を務めるとともに、工芸運動を自
ら興して支え、敗戦後も音楽運動、美術運動の支援者として多大な功
績をあげました。いま私は、農民運動に集中し、病のために、余りに
短いままに活動の中断を余儀なくされた宮沢賢治が、財と健康を得て、
より広く、長い時間を費やしていたなら、井上が果たした文化的パト
ロ

福
岡
市
美
術
館
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
展

工事休館中の福岡市美術館のコレクションがやってきます！　同
館はゴジラに破壊されたという噂もあるので、ゴジラに感謝！　
素晴らしいコレクションなので、担当の吉岡知子学芸員にインタ
ビューを試みました。聞き手はソカロイド。ソカロを自動編集し
てくれる (はずの ) アンドロイド (双子 ) の初仕事 (不安 )。

絵画面を　    断し、イメージを　    合せよ！
ソカロイド (以下 Z): フクオカシビコレクションテン、タノシミ
デス。タイトルワナンデスカ？
吉岡 (以下Y):「モダンアート再訪」なんですけど……。

Z: モダンアートサイホウ、
デスカ？　カワッタタイ
トルデスネ。ミドコロワ
ナンデスカ？
Y: 福岡市美術館には、古
美術から現代美術まで約
16,000 点のコレクション
があります。なかでも、
モダンアートについては、
1970年代から欧米の一
流作家の作品の収集を始
めていて、日本でも屈指
のコレクションとして有
名です。カタログがある
ので、ご覧ください。
Z：(本展のカタログをめ
くりながらフォンタナに
目をとめる )ナルホド、「サ

　　　イダン」シテマスネ。

                                                                    

Y: 画面に切り込みを入れていますけど……。ぜひ見て欲しいの
は、「九州派」です。展覧会のサブタイトルに入れたかったん
ですが、関係者の会議で負けました。
Z: キュウシュウハ、デスカ。イミガワカリマセン。
Y: 戦後の福岡で結成された重要な前衛美術グループです。こん
な作品があります (カタログを見せる )。
Z:( 九州派の作品の中で田部光子さんの作品に目をとめる )ナル
ホド、「ホウゴウ」シテルミタイデスネ。
Y: 複数のイメージをつなぎあわせてアフリカ大陸を表している
んですよ。ソカロ
イドさんのお気に
入りはあります
か？
Z:( カタログをめく
り金村修さんの作
品に目をとめる )
コレガスキデス。
ナゾメイテイテ、
トテモヒカレマス。
ワタシニニテイル
キガシマス。
...
.......
.....................
編集部より : カタカナしかわからないソカロイドは、何やら勘
違いをしたままなので、これ以上のインタビューは無理だと判
断しました。担当の吉岡学芸員と、福岡市美術館の山口洋三さ
んに、(まじめな )コメントを寄せていただきましたので、ぜひ
お読みください。　　　　　　　　　　　　　　　　　  (G.U.)

【当館・吉岡知子
学芸員】
インタビューで
もお話ししまし
たが、ぜひ見て
ほしいのは九州
派の作品です。
初期の特徴であ
る黒いアスファ
ルトが盛り上
がった画面を実
際に見て、図版で
は分からないごつ

ごつした複雑なテクスチャーに驚きました。九州派はア
スファルトやベニヤ板など身近で安価な素材を用い、生
活に根差した作品を (大酒を飲んで激論を交わしながら )
制作した、戦後の前衛美術家集団です。かつて現存作品
は少ないと思われていましたが、福岡市美術館の丹念な
調査により、1988年の「九州派展」で 100点近くが発
見、紹介されました。同館が所蔵する九州派の代表作が
やってきますので、お見逃しなく。4月 22日にはレク
チャー＆トーク (詳細は裏面 )があります。
【福岡市美術館・山口洋三学芸係長】
本展のサブタイトルに、「ダリ、ウォーホルから草間彌
生まで」とあるように、福岡市美術館は、モダンアート
の流れをたどる方針のもと、約 40年にわたりコレクショ
ンを続けてきました。ダリやミロ、ウォーホルといった
大作はもちろんのこと、戦後の前衛美術のコレクション
の充実、中でも「九州派」の作品は、福岡以外の場所で
は中々展示の機会がなかったものです。是非埼玉の皆さ
んにご覧頂きたいと思います。
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田部光子《プラカード》1961年

金村修《CHERRY BLOSSOM BARBECUE MIND》2003年
※掲載作品はすべて福岡市美術館蔵

裁 縫

モダンアート再訪 2018 年 4 月 7 日 ( 土 ) − 5 月 20 日 ( 日 )

ダリ、 ウォーホルから草間彌生まで

モダンアート裁縫 フォンタナ、 九州派から金村修まで？
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